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　必要な分だけ無駄なく購入できる「量り売り」が近年注目されてい
ます。食品ロスや容器・包装ごみの削減は環境に優しく、人や社会
等の配慮にもつながる消費行動（エシカル消費）です。
　そこで、同志社大学政策学部 小谷ゼミ３回生（ZERO WASTE 推
進チーム）の全面協力のもと、「中京de量り売りまち歩きマップ」を
作成しました！
　マップを片手に「量り売り」の店舗へ足を運んでみませんか？

参加方法　お店で購入された商品がわかる写真及びレシート等の写真（それぞれ１
点）、氏名、郵便番号、住所、電話番号を、以下の問合せメールアドレス
に送信してください。（メールでの参加が難しい場合は、購入された商品
及びレシート等の記録を、区役所４階 総務・防災担当までご持参くださ
い。）

対　　象　市内在住・通勤・通学の方
問 合 せ　企画担当（☎812-2421　FAX812-0408  メールnakagyo@city.kyoto.lg.jp）

１. 講演会
❶「ニホンミツバチ養蜂に関する最近の話題」
坂本 文夫 氏（京都ニホンミツバチ研究所 所長／京都先端科学大学 名誉教授）

❷「養蜂家の日常・二ホンミツバチ養蜂への想い」
岡野 春菜 氏（京都産ニホンミツバチの蜂蜜店「八助」　代表）

❸「中京de量り売りまち歩きマップ作成について」
同志社大学政策学部小谷ゼミ3回生（ZERO WASTE推進チーム）

２. みつろうを使ったワークショップ
　　（みつろうボディクリーム・みつろうリップクリーム製作）
※みつろうには、そばなどのアレルギー物質が入っている可能性があります。
※ワークショップで製作した作品は１組で１つずつお持ち帰りいただけます。

みつばち市民講座みつばち市民講座
ぜひご参加ください

！

中京区長
梅林 信彦
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＼参加特典あり！／

　マップに掲載されているお店でお買い物していただくと、先着100名の方に、
「みつろうラップ※」及び中京オリジナルグッズをプレゼントします！
（お一人様１回まで）
★お店の方にマップをお見せいただくことで、さらなる特典がある場合も！
※蜜蝋を布にしみ込ませて作られたラップです。温度で変形でき、包みたいものの形にすぐにフィット
します。水洗いすることで繰り返し使用でき、節約にもなり環境にも優しい“エコラップ”です。

期　　間　２月28日（金）まで

　区役所屋上で飼育しているニホンミツバチをシンボルに、まちなか
の緑化を推進する「京都みつばちガーデン推進プロジェクト」。
　２名の専門家・養蜂家の貴重な講演、みつろうを使ったワークショッ
プを通して、ニホンミツバチの生態、そしてミツバチがもたらす植物
や地域社会への影響について探求します。また、「中京de量り売り
まち歩きマップ」の取組発表もございます。
　この市民講座を機に、まちなかの緑化や環境に配慮したライフスタ
イルについて一緒に考えてみませんか？

申込方法　１月７日（火）～１月27日（月）までに右記申
込フォーム又は電話にて
※２名１組（夫婦・親子・友達などの２名）でのお申込みと
なります。小学生以下の方は、保護者の方と一緒にお申
込みをお願いします。

問 合 せ　企画担当（☎812-2421　FAX 812-0408）

日　　時　２月９日（日）９時半～12時（受付９時15分～）
場　　所　区役所４階　第1会議室

マップが量り売りを利用する

きっかけになれば嬉しいです！

ぜひマップを持って環境にやさしい

お買い物を楽しんでください！

抽選20組40名 無料

内 容

内 容

講師の
詳細や申込は
こちらから▼

マップは
こちらから▼
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キャンペーンに中京de量り売り

※区役所でも配布
　しています。

同志社大学政策学部  小谷ゼミ3回生
（ZERO WASTE 推進チーム）
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